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あ っ た彼は，詩は限られ た特権的なエ リー

トに の み理解 され うる と考え た 。 そ し て ，

詩的世界は 「永遠 の 今」の 中に閉 ざされ 充

足 して お り， そ こ か ら一歩 足 を踏み だせ ば

悪夢の よ うな現実に転が り落ちる とみ な し

た 。

　 マ ン デ リシ ュ タ
ー

ム はそ の
一

切に異論 を

唱 え る 。 彼の 詩に現れ るの は成熟 した 自覚

的で 情熱的な女性で ある 。
マ ン デ リ シ ュ

タ ーム は
， 詩は コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン で あ る

と考え ， 個人主義的 ， 貴族的な芸術観 に反

発 した 。 また
， 時間は地層の よ うに幾重 に

も積み 重な っ てお り， 詩人 はそ の古層か ら

犂で掘 り起 こすよ うに して ， 詩の 言葉 を捜

し当て るの だ と考えた 。 彼に と っ て ， 歴 史

性，民衆性は， と もに 本質的 なもの で あ っ

た 。 詩 は ， 時間的に も空 間的 に も広が りを

もつ もの で なけれ ばな らない
。 彼 にお い て

は
， 女性 も詩 も公 開 され た神秘 として存在

して い る の で ある
。

オ ス トロ ー
フ ス キ イの 戯曲創作にお ける技法に つ い て
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　本発 表 の 主 旨は
， オス トロ ー

フ ス キ イ

（1823−86）が ，戯曲創作に あ た っ て使用 し

て い る演劇の 伝統的 な手法 に つ い て
， 具体

的 に は 『雷 雨』 Ppo3a （1859） に お け る

「予 言者」 と 「腹心 の 友」 とい う手法 を取

り上 げ て考察す る こ とで ある 。 そ の 際，オ

ス トロ ー フ ス キ イ が 「ロ シ ア 国民演劇の

父」 と称 され てい る事 も考慮 しなければ な

らな い
。

　 「予言者」 とは ， 予言 とい う形式に よ り，

劇の 始ま りで あ らか じめ観客に 劇の 結末 を

知 ら しめ る人物 で ある 。 予言者 を登場 させ

る こ と によ っ て始 ま りと同時に結末を規定

する手法 は
，

プ ロ U 一グと同様 ， 伝統的演

劇 で 広 く使用 されて い る 。 （例 えば 『ヘ ラ

ク レ ス 』 で 主 人公 の 発 狂 を予 言 する 女神

リ ュ ッ サ ， 『マ ク ベ ス 』 の 有名な三 入 の 魔

女 な ど）

　 『雷雨』
一
幕 8 場 に登場す る半狂乱状態

の 老 婦 入は， ヒ ロ イ ン ，カ テ リ
ー

ナ に 「お

前は ヴ ォ ル ガ に沈 む運命に ある 」 と告げ る 。

『マ ク ベ ス』 の 魔女 の 台詞 に も似 た くくBOT

BoT 》》．《BoH 　BoH 》
，　くくAa 　cKopeK 　cKope 矼 》》

とい っ た連続する ス タ ッ カ
ー

トの よ うな鋭

い フ レ ーズ か ら成 る老婦入 の 予言は
， 既 に

劇の 始 ま りで
， ヴ ォ ル ガに 身を投 げて命 を

断つ ヒ ロ イ ン の 運命 ， すなわ ち劇 の結末を

規定 して い る 。

　 「腹心の 友」 とは
， 主人公の 告自を受け，

その 秘密 に あずか る 聞き手で ある と同時に，

その 隠 され た要求が実現 され る よ うに主入

公 を補助する人物で ある 。 そ の 際 非現 実

的な心情吐露に専心す る主人公 に代 わ っ て
，

舞台で 展開 しつ つ あ る現実 を観客 に秩序立

て て 報告す る の も 「腹心の 友」の役割で あ

る 。
こ の 手法 は，特 に フ ラ ン ス 古典主義演

劇で 「主人 と召使」 と い う設定下 に頻繁に

使 われ て い た 。 （例 え ば 『タ ル チ ュ フ』 に

登場するおせ っ か い な小 間使 い ドリー
ヌ な

ど）

　 『雷雨』
一幕 7 場で の カ テ リ

ー
ナ と義妹

ワ ル ワ ー
ラ の 対 話 に着 目 して み よ う。 此処
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で の ワ ル ワ
ー

ラ の 台詞 を分析 して み る と，

（a ）（｛9TO ？》》 や ・・A 　qTO 　me ？》》 な ど，疑問符

で 終 わ る 問 い 返 しか ら 成 る 台 詞 と，（b）

、¢ OBOPM ＞，　 anorOAH ｝〉 な ど の 命 令形 や ，

くくnonyMaeM ， 〈、yBUA ” M ｝｝ と い っ た 勧 誘 形

か ら成 る台詞に 分類で きる
。 各々 の 台詞グ

ル
ープは ワ ル ワ

ー
プ が ヒ ロ イ ン の 秘密 をあ

ずかる 聞 き役で ある （  ） と同時に ，ヒ U

イ ン の 隠 された要求 をか なえる べ く積極的

に仕掛 けを企 む補助者で ある （11b）） こ とを

示 し ，
ワ ル ワ

ー
ラが 「腹心 の 友」の役割 を

担 っ て い る こ とが 明 らか に な る 。 ま た，

各々 の 台詞 に付せ られ た ト書 き 「まわ りを

見 同 しなが ら」 （ワ ル ワ
ー

プ） と 「考 え こ

ん で 」 （カ テ リーナ） は
， 心情告 白に 没頭

し，現実に 対処 で きない カテ リ
ー

ナ とは対

照 的 に ， 舞台で 展開 しつ つ ある事件 を具体

的 に観客 に示 し ， 秩序立 て て ゆ くの が ワ ル

ワ
ーラ で ある こ とを象徴 して い る。

　 当時の 興行師ヤ コ ブ レ フ は
， 観衆 を引 き

つ ける 条件 と して ， 「集約 され テ ン ポ よ く

展 開 して ゆ く劇」で ある こ とを挙げて い る 。

「予言者1 や 「腹心の 友」 と い っ た，言 わ

ば演劇 にお け る常套手段 を駆使する こ とに

よっ て， 『雷雨』 が ヤ コ ブ レ フ の 挙げ る条

件 を満たす作品 と して 成功 を収めた こ とは
，

『雷雨』 の 盛況 ぶ りを伝 える 当時の 劇評 を

見れ ば明 らかで あ る 。 しか し， こ こ で 『雷

雨』が ∬ beca ？KX3Hld と して 評価 され て い

た こ と も考慮 しな けれ ば な らな い 。

　　『雷雨』 の下 地 とな っ たの は ，ユ856年 と

1857年に作家自身が参加 した ヴ ォ ル ガ 沿岸

地方に おけ る民俗学調査旅行で ある 。 説教

好 きな老婆や 自由を謳歌す る未婚 の 娘 ，自

分の 悲 しい 境遇を嘆 く既婚女性 ， また ， そ

うした 人々 を取 り囲む世界な ど
， 『雷雨』

に はオ ス トロ
ー

フ ス キ イが旅先で採集 した

当時 の 民衆 の 風 俗 6HT が ，
ふ ん だ ん に取

り込 まれ て い る 。 が ， それ は，ただ量的 な

意味 にお い て の み評価 され る べ きで はない
。

オス トロ ーフ ス キ イは 『雷雨』の 中 で
， 説

教好 きな老婆 を演劇の 伝統的 な手法で あ る

「予 言 者」 と， ま た 自由 奔放 な未婚 娘 を

「腹心 の 友」 と い う手法と結びつ ける こ と

に成 功 したの で あ る 。

　そ れ まで 神以上の 存在 に なれ な か っ た

「予 言 者」 や ， 召 使以 上の 存 在 に な れ な

か っ た 「腹心の 友」 とい っ た副次的人物は
，

ロ シ ア の 6blT と結 び つ くこ と に よ っ て
，

主人公 との 間に あ っ た身分 的な格差 を解消

した 。 オ ス トロ ー
フ ス キ イの 手に よ っ て，

主入公 と副次的人物が 同等 の 立場で 登場 し ，

ロ シ ア の 民衆生活 を背景 として劇が展開す

る nheoa ｝ICUBHH が 誕生 したの で あ る 。 リ

ア リズ ム文学が花 開き，社会の 変化 を反 映

して 観客が 大衆化 して ゆ く中で
， 演劇の 伝

統的な手法 と， 観客が馴 染ん で い る ロ シ ア

の 6LIT と を有 機 的 に 結 び つ け る こ と に

よ っ て nbeca ｝lcva3H を生 み 出 し た技法こ

そ ， オス トロ ーフ ス キイの 真の 才覚で あ り，

「ロ シ ア 国民演 劇 の 父」 と称 され る 所以で

は な い だろ うか 。
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